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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、酸化的DNA損傷の修復に関与するDNAグリコシラーゼをコードしています。この酵素は、DNA骨格中のアデニン塩基を、アデニンがグアニン、シトシン、または8-オキソ-7,8-ジヒドログアニンと不適切に対合している部位（酸化的DNA損傷の主要な病変）から除去します。このタンパク質は核とミトコンドリアに局在します。この遺伝子の変異は、大腸がんおよび胃がんの遺伝的素因を引き起こします。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2008年7月]、補因子：1 4Fe-4Sクラスターに結合。このクラスターは触媒活性には重要ではないが、DNA鎖に沿った酵素の適切な配置に関与していると考えられる。,疾患：MUTYHの欠陥は、常染色体劣性大腸腺腫性ポリポーシス[MIM:608456]の原因である。,疾患：MUTYHの欠陥は、胃癌[MIM:137215]の原因である。,機能：酸化的DNA損傷修復に関与する。DNA骨格から不適切に対合したアデニン塩基を除去することにより、A*oxoGからC*Gへの修復を開始する。アデニンと2-OH-Aの両方のDNAグリコシラーゼ活性を有する。,類似性：nth/mutYファミリーに属する。,類似性：1つのnudix加水分解酵素ドメインを含む。,
	研究分野
	塩基除去修復;
	画像データ
	

	MUTYH抗体を用いたA549細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。
	

	MUTYH抗体を用いたHeLa細胞およびHepG2細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	1：1000に希釈したMYHポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタンブロット分析。

